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Ⅰ  問 題 と 目 的

ロ ー ビ ジ ョ ン に 起 因 す る 日 常 生 活 上 の 代 表 的

な 困 難 と し て 「 読 み 」 が 挙 げ ら れ る .視 野 障 害 を 持

つ ロ ー ビ ジ ョ ン 者 の 中 に は ， 書 字 方 向 (横 書 き ， 縦

書 き )を 変 え た り ， 文 章 を 9 0 度 回 転 さ せ た り し た

ほ う が 読 み や す い と い っ た 報 告 が あ る [ 1][ 2].こ れ

ま で の 研 究 で は ， 縦 書 き ， 横 書 き ， 横 書 き を 9 0 度

回 転 し た 時 の 英 語 文 の 読 み 速 度 に つ い て 報 告 さ

れ て い る が ， 横 書 き 日 本 語 文 を 回 転 さ せ た 時 の 読

み 速 度 や 縦 書 き 文 章 を 回 転 し た 時 の 読 み 速 度 に

つ い て は ， 明 ら か に な っ て い な い .ま た ， 文 章 を 回

転 さ せ た 時 に は ， 文 字 自 体 が 回 転 し て お り ， そ れ

が 読 み に 及 ぼ す 影 響 に つ い て も 検 討 さ れ て い な

い .本 研 究 で は ， 実 験 1 で 書 字 方 向 と 文 章 回 転 を

変 化 さ せ た と き の 臨 界 文 字 サ イ ズ ( C P S)， 最 大 読

書 速 度 ( M R S)， 実 験 2 で 読 字 方 向 と 文 字 回 転 を 変

化 さ せ た と き の 読 書 速 度 を 調 べ る こ と で ， 文 字 配

列 と 回 転 が 読 み に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 す る

こ と を 目 的 と し た . 

Ⅱ  方 法

1. 実 験 参 加 者  矯 正 視 力 1. 0 以 上 の 大 学 生 4 0

名 が 参 加 し た (女 性 3 3 名 ,男 性 7 名 ,1 9 - 2 8 歳 ,平

均 年 齢 2 0. 6 2 ± 1. 7 4 歳 ).

2. 刺 激  実 験 1 で は M N R E A D - J の 文 章 ， 実 験

2 で は 自 動 生 成 文 [ 3]を 使 用 し て ， 白 地 に 黒 文 字 で

書 か れ た 自 作 読 書 チ ャ ー ト を 作 成 し た .背 景 輝 度

1 7 6. 8 8 c d/ m 2 ， 文 字 輝 度 1. 3 6  c d/ m 2 で あ っ た .

3 . 手 続 き  実 験 1 は -0. 5 ~ 0. 6 l o g M A R の 文 字 サ

イ ズ を 使 用 し M N R E A D - J に 準 じ て 測 定 を 行 っ

た .実 験 2 は す ら す ら 読 め る 文 字 サ イ ズ で 繰 り 返

し ６ 回 の 測 定 を 行 い ， 音 読 時 間 と 誤 読 数 を 記 録

し ， 読 書 速 度 を 算 出 し た .い ず れ の 実 験 も ， 実 験

参 加 者 の 課 題 は ， 呈 示 さ れ た 文 章 刺 激 を で き る

だ け 速 く 正 確 に 音 読 す る 事 で ， 実 験 者 は ， 刺 激

を 呈 示 す る 前 に ， 読 み 始 め る 位 置 と 読 字 方 向 を

教 示 し た .全 て の 条 件 に お い て ， 練 習 試 行 を 行 っ

て か ら 本 試 行 を 実 施 し た .実 験 条 件 は ラ ン ダ マ イ

ズ し 行 っ た . 

4 . 独 立 変 数  実 験 1 は ， 書 字 方 向 (横 書 き ， 縦

書 き )２ 水 準 ， 文 章 回 転 (反 時 計 回 り に 0 ,9 0, 1 8 0 ,

2 7 0 度 )４ 水 準 .実 験 2 は ， 文 字 回 転 (反 時 計 回 り

に 0, 9 0 , 1 8 0 , 2 7 0 度 )４ 水 準 ， 読 字 方 向 (上 左 右 , 

下 左 右 , 右 下 上 , 左 下 上 , 上 右 左 , 下 右 左 , 右 上

下 , 左 上 下 )８ 水 準 . 

Ⅲ  結 果

実 験 1  C P S を 用 い て 実 験 参 加 者 内  2 要 因 分 散

分 析 を 実 施 し た 結 果 ， 書 字 方 向 の 主 効 果 が 有 意 と

な り （ F  ( 1, 3 9) = 1 1. 3 9 0, p <. 0 1 ， 図 1 ） ， 横 書 き の

方 が 縦 書 き の C P S よ り も 小 さ い こ と が 示 さ れ た .

ま た ， 文 章 回 転 の 主 効 果 も 有 意 と な り （ F  ( 3, 1 1 7) 

=  4 0. 6 8 3,  p <. 0 0 1 ， 図 1 ） ， 文 字 回 転 0 度 の 時 に

C P S が 最 も 小 さ く な る こ と が 示 さ れ た .M R S を

用 い て 実 験 参 加 者 内  2 要 因 分 散 分 析 を 実 施 し た

結 果 ， 書 字 方 向 の 主 効 果 が 有 意 と な り (F  (1, 3 9) = 

4 2. 9 4 1, p <. 0 0 1, 図 2 ） ， 横 書 き の M R S の ほ う が 縦

書 き の M R S よ り も 速 い こ と が 示 さ れ た .ま た ， 文

章 回 転 の 主 効 果 も 有 意 と な り (F ( 2. 4, 9 3. 6)  =  

7 0. 7 7 7, p <. 0 0 1 ,図 2 ） ， M R S は 文 字 回 転 0 度 で 最

も 速 く ， 1 8 0 度 で 最 も 遅 い こ と が 示 さ れ た .さ ら

に ， 書 字 方
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度 の 順 に 遅 く な り  ， 縦 書 き で あ る と き は ，

0, 9 0, 2 7 0, 1 8 0 度 の 順 に 遅 く な る こ と が 示 さ れ た . 

実 験 2   読 書 速 度 を 用 い て 実 験 参 加 者 内 2 要 因 反

復 測 定 の 分 散 分 析 を 実 施 し た 結 果 ， 文 字 回 転 の 主

効 果 が 有 意 と な り (F (2. 8 4, 6 7 9. 4 9 )  = 6 6. 3 5 , 

p <. 0 0 1 ， 図 4 ), 読 書 速 度 は ， 文 字 回 転 が 0 度 の 時

に 最 も 速 く ， 1 8 0 度 が 最 も 遅 い こ と が 示 さ れ た .ま

た ， 読 字 回 転 の 主 効 果 も 有 意 と な り (F  ( 6 6. 4 4, 

1 5 3 9. 6 9 ） = 2 3 0. 7 5 , p <. 0 0 1 , 図 5) ， 上 左 右 ， 右 上

下 の 読 書 速 度 が 最 も 速 く ， 上 右 左 ， 右 下 上 の 読 書

速 度 が 最 も 遅 い こ と が 示 さ れ た .さ ら に ， 文 字 回

転 と 読 字 方 向 の 交 互 作 用 も 有 意 と な り （ F  (1 2. 1 2, 

2 9 0 2. 3 2) = 5 1. 5 9 , p <. 0 0 1 , 図 6 ） ， 読 字 方 向 が 下

右 左 時 は ， 1 8 0 度 の 読 書 速 度 が 最 も 速 く な る こ と

が 示 さ れ た .右 上 下 ， 左 上 下 時 は ， 0, 2 7 0 ,9 0 ,1 8 0 度

の 順 に 読 書 速 度 が 速 い こ と が 示 さ れ た .右 下 上 時

は ， 1 8 0, 9 0, 2 7 0, 0 の 順 に 読 書 速 度 が 速 い こ と が 示

さ れ た .上 右 左 時 は ， 0 度 の 読 書 速 度 が 最 も 遅 い こ

と が 示 さ れ た .下 左 右 ， 上 左 右 時 は ， 0, 9 0, 2 7 0 ,1 8 0

度 の 順 に 読 書 速 度 が 速 い こ と が 示 さ れ た .左 下 上

時 は ， 9 0 度 の 読 書 速 度 が 最 も 速 く ， 次 い で 1 8 0

度 が 速 く ， 0, 2 7 0 度 で 遅 い こ と が 示 さ れ た . 

Ⅳ  考 察

 実 験 の 結 果 ， 回 転 は 読 み に 影 響 し て お り ， 回 転

が 加 わ る と 読 み 能 力 が 低 下 す る 可 能 性 が 示 唆 さ

れ た .書 字 方 向 に お い て は ， 縦 書 き よ り も 横 書 き

の 成 績 の 方 が 良 い 結 果 で あ っ た が ， 読 字 方 向 の 結

果 を 考 慮 す る と ， 左 右 ， 上 下 時 ， つ ま り ， 横 書 き

ま た は 縦 書 き と 同 じ 読 み 方 向 の 読 書 速 度 が 他 の

読 字 方 向 と 比 較 し て 速 い こ と か ら 書 字 方 向 の 影

響 だ け で は な く ， 読 字 方 向 の 影 響 で あ る 可 能 性 が

示 唆 さ れ た .読 字 方 向 と 文 字 回 転 の 組 み 合 わ せ に

よ っ て ， 普 段 か ら 読 み 慣 れ て い る 文 字 配 列 （ 例 え

ば ， 文 字 回 転 が 0 度 で ， 読 字 方 向 が 右 上 下 の 時 は

縦 書 き と 同 条 件 で あ る ） が 存 在 す る .本 実 験 結 果

で は ， 普 段 か ら 読 み 慣 れ た ， ま た は 類 似 し た 読 字

方 向 (上 左 右 ， 下 左 右 ， 右 上 下 ， 左 上 下 )の 場 合 に

読 書 速 度 が 速 く ， そ れ ら の 条 件 の 中 で も 文 字 が 回

転 し て い な い 時 に 読 書 速 度 が 最 も 速 く な る .一 方 ，

普 段 か ら 読 み 慣 れ な い 読 字 方 向 (右 下 上 ， 左 下 上 ，

上 右 左 ， 下 右 左 )に お け る 文 字 回 転 別 の 読 書 速 度

は ， 0 度 回 転 で 最 も 遅 く な り ， 読 書 速 度 が 最 も 速

く な る 文 字 回 転 の 条 件 と し て は ， 横 書 き ま た は ，

縦 書 き 文 章 を 回 転 さ せ た 時 の 文 字 配 列 ・ 回 転 と 一

致 す る 構 成 に な る 文 字 回 転 で あ る 可 能 性 が 示 唆

さ れ た .こ れ ら の 結 果 か ら ， 文 字 配 列 や 回 転 角 度

を 変 化 さ せ る と ， 読 み 慣 れ た 読 字 方 向 に お い て は ，

文 字 回 転 す る こ と で 読 書 速 度 が 遅 く な り ， 読 み 慣

れ て い な い 読 字 方 向 に お い て は ， 文 字 回 転 す る こ

と で 読 書 速 度 が 速 く な る と い う よ う に ， 文 字 回 転

の 効 果 が ， 読 字 方 向 で 異 な る こ と が 示 唆 さ れ た . 
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